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この機関紙は、赤い羽根共同募金の配分金の一部で作成しました。

2023年11月26日（日）は築城基地航空祭でした。
今年は晴天でブルーインパルスも青空に
よく映えていました。
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社
会
福
祉
協
議
会
は
、
戦
後
の
昭
和

26
年
に
、
民
間
の
社
会
福
祉
活
動
を
強

化
す
る
た
め
、
「
社
会
福
祉
法
（
昭
和

二
十
六
年
三
月
二
十
九
日
法
律
第
四
十

五
号
）
」
第
１
０
９
条
に
規
定
さ
れ
全

国
都
道
府
県
単
位
に
設
立
し
、
そ
の
後

市
区
町
村
単
位
に
も
設
立
さ
れ
た
民
間

の
社
会
福
祉
団
体
で
す
。

　
通
常
は
「
社
協
」
と
呼
ば
れ
、
「
地

域
福
祉
を
推
進
す
る
中
心
的
な
役
割
を

持
つ
組
織
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、

全
国
を
結
ぶ
「
公
共
性
」
と
、
民
間
組

織
と
し
て
の
「
自
主
性
」
と
い
う
二
つ

の
側
面
を
併
せ
持
っ
て
い
ま
す
。

　
「
誰
も
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る　

あ
た
た
か
い
福
祉
の
ま
ち
づ
く

り
」
を
目
指
し
て
、
地
域
住
民
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
地
域
福
祉
活
動
を
実
践
し

て
い
ま
す
。

　
築
上
町
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
包
括

的
支
援
体
制
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
、
困
り
ご
と
の
解
消
に
対
応
す
る
た

め
、
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
の
補
助

金
を
活
用
し
な
が
ら
、
町
民
皆
様
の
ご

協
力
を
得
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
備
し

ま
す
。

🔷 

前
年
の
経
過 

🔷

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症
法

上
の
位
置
づ
け
が
、
５
月
８
日
か
ら
季

節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
と
同
じ

「
５
類
」
に
移
行
し
ま
し
た
。
法
律
に

基
づ
い
た
外
出
自
粛
の
要
請
な
ど
は
な

く
な
り
、
感
染
対
策
は
個
人
の
判
断
に

委
ね
ら
れ
る
な
ど
大
き
く
緩
和
さ
れ
ま

し
た
。

　
物
価
高
や
円
安
が
進
み
、
給
料
は
少

し
上
が
り
そ
う
で
す
が
、
国
民
生
活
は

相
変
わ
ら
ず
厳
し
い
状
態
が
続
い
て
お

り
ま
す
。

※
 

今
年
度
復
活
し
た
催
事 ※

　
〇
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
〇
赤
い
羽
根
共
同
募
金
街
頭
募
金
活
動

　
〇
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
夏
）

　
一
部
縮
小
も
有
り
ま
し
た
が
、
ほ
と

ん
ど
の
行
事
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
規

制
前
の
状
態
に
戻
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
沢
山
の
皆
様
方
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
こ
に
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。

🔷 

新
年
の
抱
負 

🔷

　
コ
ロ
ナ
禍
の
規
制
が
緩
和
さ
れ
、
職

員
体
制
の
見
直
し
も
軌
道
に
乗
っ
て
き

ま
し
た
。

　
職
員
一
同
、
力
を
合
わ
せ
よ
り
良
い

サ
ー
ビ
ス
を
目
指
し
ま
す
。

〇
椎
田
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
（
自
愛
の
家
）
改
修

　

一
時
築
城
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

引
っ
越
し
（
令
和
６
年
２
月
）
、
完
成

後
に
（
令
和
７
年
１
月
頃
）
再
度
椎
田

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
帰
っ
て
、
本
格

的
に
稼
働
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
間
、
地
域
の
皆
様
方
に
は
大
変

迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

〇
フ
ー
ド
バ
ン
ク
事
業

　
余
剰
食
品
（
生
も
の
以
外
）
の
提
供

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

〇
社
会
福
祉
法
人
連
絡
会

　
社
会
福
祉
施
設
を
運
営
す
る
法
人
が

連
携
し
な
が
ら
地
域
貢
献
活
動
に
寄
与

し
ま
す
。

〇
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

　
包
括
的
支
援
体
制
の
構
築
を
目
指
し

町
全
域
か
ら
自
治
会
単
位
ま
で
、
そ
れ

ぞ
れ
で
協
議
の
場
及
び
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
を
設
け
て
い
た
だ
き
、
自
分
た
ち
の

地
域
で
い
つ
ま
で
も
住
み
続
け
る
為
の

協
働
施
策
を
話
し
合
い
ま
す
。

地域福祉圏域のイメージ図（例）
生活支援体制整備事業、協議体及びコーディネーター配置図

新
春
の
お
慶
び
を

　
　
　
申
し
上
げ
ま
す

第
１
層
Ａ
協
議
体

第
２
層
Ａ
協
議
体

第
２
層
Ｂ
協
議
体

築上町全域
築城地区・椎田地区

小学校区８校区

自治会６６

隣組等

社会福祉法人
築上町社会福祉協議会
会長　中 村　信 雄
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広報部会
より

満
嶋
商
会
会
長

　
　
　
満
島
　
徹
（
北
九
州
在
住
　
83
歲
）

ふ
る
さ
と
回
想

　
毎
年
、
城
井
川
の
土
手
を
通
っ
て
、

お
盆
・
彼
岸
の
墓
参
り
を
し
て
い
る
が
、

城
井
川
の
川
原
は
多
く
の
雑
木
で
覆
わ

れ
、
今
は
昔
の
面
影
は
な
く
、
人
の
気

配
す
ら
も
ど
こ
に
も
感
じ
る
こ
と
が
出

来
な
い
の
は
悲
し
い
。
し
か
し
現
在
の

自
分
を
育
て
て
く
れ
た
、
人
情
に
厚
い

人
々
と
城
井
川
に
は
、
沢
山
の
思
い
出

が
あ
る
。
私
は
馬
渡
橋
か
ら
70
メ
ー
ト

ル
下
っ
た
付
近
の
川
原
に
生
ま
れ
、
18

歳
迄
過
ご
し
た
。
皆
、
貧
し
い
な
が
ら

田
畑
の
仕
事
も
、暮
ら
し
も
、子
育
て
も
、

助
け
合
っ
て
生
活
し
て
い
た
よ
う
に
思

う
。
　

 

今
の
城
井
川
に
は
、
人
の
気
配
は
ど

こ
に
も
感
じ
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、

子
ど
も
の
頃
の
城
井
川
は
、
川
原
の
人

達
に
と
っ
て
、
生
活
に
欠
か
す
事
の
で

き
な
い
場
所
だ
っ
た
。
洗
濯
機
が
ま
だ

普
及
し
て
な
い
時
代
、
大
人
に
と
っ
て

の
城
井
川
は
、
近
所
の
人
達
の
洗
濯
場

で
あ
っ
た
り
、
野
菜
を
洗
っ
た
り
、
馬

や
牛
を
洗
っ
た
り
と
、
井
戸
端
会
議
で

は
な
く
、
川
端
会
議
？
の
場
所
で
あ
っ

た
。
子
供
達
は
、
魚
を
捕
っ
た
り
、
釣

っ
た
り
、
石
切
を
し
た
り
、
飛
び
込
ん

だ
り
、
泳
い
だ
り
出
来
る
楽
し
い
遊
び

場
で
あ
っ
た
。
小
・
中
学
校
時
代
の
夏

休
み
は
、
朝
か
ら
晩
ま
で
川
遊
び
で
日

焼
け
し
、
真
っ
黒
だ
っ
た
よ
う
に
思
う
。

遊
び
を
通
し
て
、
い
ろ
ん
な
事
が
見
様

見
真
似
で
身
に
つ
い
た
。

　
ア
ユ
や
フ
ナ
、
ウ
ナ
ギ
や
モ
ズ
ク
ガ

ニ
の
居
場
所
や
捕
り
方
。
モ
ズ
ク
ガ
ニ

捕
り
の
先
の
と
が
っ
た
竹
で
編
ん
だ
大

き
な
ヤ
ナ
や
、
味
噌
や
練
り
餌
を
入
れ

た
カ
シ
瓶
、
ウ
ナ
ギ
取
り
の
、
ミ
ミ
ズ

を
入
れ
た
竹
製
の
て
ぼ
、
魚
と
り
の
網

が
無
く
て
手
ぬ
ぐ
い
の
両
端
を
二
人
で

持
っ
て
フ
ナ
や
メ
ダ
カ
を
す
く
っ
て
捕

っ
た
り
、
ド
ン
コ
や
ド
ジ
ョ
ウ
が
逃
げ

こ
ん
だ
石
に
、
も
っ
と
大
き
な
石
を
当

て
て
気
絶
し
て
浮
い
て
く
る
魚
を
捕
っ

た
り…

と
、
川
遊
び
の
実
践
で
学
ん
だ

こ
と
は
沢
山
あ
る
。

　
中
で
も
、
小
学
校
５
・
６
年
の
頃
、

大
き
な
ナ
マ
ズ
を
浅
瀬
の
岩
場
に
追
い

こ
ん
だ
も
の
の
、
ぬ
る
ぬ
る
と
し
て
な

か
な
か
掴
ま
え
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ

た
こ
と
を
よ
く
覚
え
て
い
る
。 

四
苦
八
苦

し
て
射
止
め
た
大
物
の
ナ
マ
ズ
の
大
き

く
て
、
重
く
て
、
ぬ
る
ぬ
る
し
た
あ
の

感
触
と
、
あ
の
時
の
感
動
は
今
で
も
忘

れ
ら
れ
な
い
。
今
も
こ
の
手
に
残
っ
て

い
る
、
あ
の
日
の
「
感
触
」・「
感
動
」
は
、

「
ふ
る
さ
と
回
想
」
の
一
つ
で
あ
る
。

　築上町男女共同参画ネット高齢者部会の“行こう・憩うサロン 
ソピア”が始まったのは、平成２８年 6月２３日です。きっかけは、
平成２３年より築上町全域で始められた築上町社会福祉協議会の
「一人暮らし高齢者見守りネットワーク」です。
　地域で見守りをしている時、地域のサロンもいいが決められた
スケジュールではなく、自分たちの趣味や他の地域の方たちとの
コミュニケーションも取りたいという声が上がってきました。そ
こで、見守り協力員をしている築上町男女共同参画ネット役員、
社協、社協の見守りの対象となっている方々といろんな意見交換
をしながら発足したのがこのサロンです。名前の由来は、「行って、
憩う」をかけています。
　サロンでは、囲碁、マージャン、編み物、手芸やおしゃべりなど、
自分の好きなことをしながら皆さん笑顔で先生になったり、生徒
になったりとにこやかに楽しんでいます。現在２０名前後の方が
参加され発足時からの方も多くいます。
　２週間おきの木曜日 (１０：００～１５：００ ) に開催していま
すので、あなたも参加してみませんか ? 予約なしで誰でもＯＫ。
見知らぬ方との交流も良いものですよ !!
　開催予定日は、1 月 4 日、１８日　 2 月 1 日、１５日、２９
日 、3月１４日、２８日となっています。

“行こう・憩うサロン ソピア”へ !!

広報部会　吉田 冨美代

開催場所：ソピア
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　令和５年１０月１日より全国一斉に実施されました「赤い羽根共同募金・歳末たすけあい募金」につきまし
ては町民のみなさま、ならびに関係各位のみなさまより多大なるご寄付をいただきありがとうございました。
　寄せられた募金につきましては、地域福祉充実のために有効に使用させていただきます。

赤い羽根共同募金・歳末たすけあい募金への
ご協力ありがとうございました

【
戸
別
】　

● 

築
上
町
66
自
治
会

【
法
人
】

〔
椎
田
地
区
〕

●
株
式
会
社
　
山
内
工
務
店

●
社
会
福
祉
法
人
　
ま
も
る
会
　
　

　
　
介
護
老
人
保
健
施
設
　
青
海
山
荘

●
医
療
法
人 

古
賀
整
形
外
科
・
内
科
医
院

●
大
阪
屋
精
肉
店

●
有
限
会
社
　
川
本
屋

●
有
限
会
社
　
西
口
住
宅
設
備

●
椎
田
太
陽
交
通
株
式
会
社

●
眞
光
寺

●
專
廣
寺

●
法
住
寺

●
法
然
寺

●
株
式
会
社
　
栄
信
建
設

●
吉
田
食
料
品
店

●
辻
自
動
車
工
業
株
式
会
社

●
正
善
寺

●
西
覚
寺

●
宮
野
建
設
株
式
会
社

〔
築
城
地
区
〕

●
法
龍
寺

●
正
光
寺

●
神
歯
科
医
院

●
社
会
福
祉
法
人
　
浄
興
寺 

灯
明
会

　
　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム 

誠
松
園

●
片
山
医
院

●
浄
興
寺

●
社
会
福
祉
法
人
　
陽
光
福
祉
会
　

　
　
生
活
介
護
　
陽
光
学
園
　
お
や
ま
だ

●
社
会
福
祉
法
人
　
恵
愛
会
　
就
労

　
　
移
行
・
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業

　
　
ワ
ー
ク
ラ
ン
ド
・
こ
す
も
す

●
社
会
福
祉
法
人
　
恵
愛
会

　
　
生
活
介
護
支
援
事
業
　
第
二

　
　
ワ
ー
ク
ラ
ン
ド
・
こ
す
も
す

●
社
会
福
祉
法
人
　
恵
愛
会

　
　
共
同
生
活
介
護
事
業
所「
こ
す
も
す
」

●
社
会
福
祉
法
人
　
博
愛
会

●
京
築
防
災

●
坂
本
自
動
車
整
備
工
場

【
職
域
】

●
航
空
自
衛
隊
築
城
基
地
隊
員
一
同

【
学
校
】

●
西
角
田
小
学
校

●
椎
田
小
学
校

●
小
原
小
学
校

●
葛
城
小
学
校

●
八
津
田
小
学
校

●
築
城
小
学
校

●
下
城
井
小
学
校

●
上
城
井
小
学
校

●
椎
田
中
学
校

●
築
城
中
学
校

●
築
城
特
別
支
援
学
校

【
幼
稚
園
】

●
め
ぐ
み
幼
稚
園

【
保
育
園
・
保
育
所
】

●
山
び
こ
保
育
園

●
椎
田
そ
ら
い
ろ
保
育
園

●
八
津
田
保
育
園

●
築
城
保
育
所

●
東
築
城
保
育
園

●
第
一
青
蓮
保
育
園

●
第
二
青
蓮
保
育
園

●
光
耀
保
育
園

【
そ
の
他
】

●
築
上
町
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会

●
椎
田
黄
門
会

【
戸
別
】

●
築
上
町
66
自
治
会

み
な
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
赤
い
羽
根
共
同
募
金
・
歳
末
た
す
け
あ
い

募
金
は
こ
の
よ
う
な
事
業
に
つ
か
わ
れ
て
い
ま
す
。

《
赤
い
羽
根
共
同
募
金
》

高
齢
者
福
祉
活
動
費

・
高
齢
者
等
見
守
り
事
業
費

・
高
齢
者
団
体
育
成
推
進
事
業
費

障
が
い
児
・
者
福
祉
活
動
費

・
障
が
い
者
団
体
育
成
推
進
事
業
費

児
童
・
青
少
年
福
祉
活
動
費

・
新
入
園
児
黄
色
い
帽
子
贈
呈
事
業
費

・
夏
期
学
童
保
育
事
業
費

・
子
育
て
サ
ー
ク
ル
支
援
事
業
費

・
子
ど
も
食
堂
事
業
費

そ
の
他
福
祉
活
動
費

・
入
門
・
基
礎
手
話
講
習
会
事
業
費

・
男
性
料
理
教
室
事
業
費

・
福
祉
入
門
教
室
事
業
費

・
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
事
業
費

・
心
配
ご
と
相
談
事
業
費

・
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
推
進

　
事
業
費

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
活
動

　
推
進
事
業
費

・
社
協
だ
よ
り
発
行
事
業
費

《
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
》

・
支
援
が
必
要
な
方
へ
の
見
舞
金
配
分

　
事
業
費

・
お
せ
ち
料
理
配
布
事
業
費

・
幼
稚
園
・
保
育
園
児
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
配
布
事
業
費

令和５年度 赤い羽根共同募金実績額
12 月 15日現在（単位：円）

戸 別 募 金
街 頭 募 金
法 人 募 金
学 校 募 金
職 域 募 金
資 材 募 金
そ の 他
合　　計

2,839,900
25,180
225,672
96,672
50,000
33,695
50,148

3,321,267

令和５年度 歳末たすけあい募金実績額
12 月 15日現在（単位：円）

戸 別 募 金
合　　計

935,300
935,300

赤
い
羽
根

歳
末
た
す
け
あ
い



5

寄
付
金
の
お
礼

香
典
返
し

◆
椎
田
地
区

〔
湊　
北
〕
兵　
頭　
芳　
子 
様
（
亡
夫　
一
成
様
）

〔
椎
田
中
〕
安　
田　
澄　
江 
様
（
亡
夫　
嘉
行
様
）

　
　
　
　
　
渡　
邉　
幸　
夫 
様
（
亡
父　
三
郎
様
）

〔
西
高
塚
〕
江　
本　
　
　
守 

様
（
亡
父　
範
美
様
）

　
　
　
　
　
松　
井　
テ
ル
子 

様
（
亡
夫　
弘
様
）

〔
東
高
塚
〕
杉　
原　
　
　
清 

様
（
亡
妻　
ム
ツ
様
）

〔
東
八
田
〕
松　
田　
智　
子 

様
（
亡
母　
植
田
春
子
様
）

　
　
　
　
　
松　
田　
三
恵
子 

様
（
亡
夫　
喜
代
治
様
）

　
　
　
　
　
原　
　
　
愼　
一 

様
（
亡
義
母　
小
川
ミ
ツ
子
様
）

　
　
　
　
　
松　
田　
繁　
美 

様
（
亡
母　
美
惠
子
様
）

〔
今　
津
〕
井　
上　
洋　
二 

様
（
亡
母　
雪
江
様
）

　
　
　
　
　
村　
山　
ヤ
ス
エ 

様
（
亡
夫　
正
様
）

〔
西
八
田
〕
佐　
野　
富
美
子 

様
（
亡
母　
隅
田
ア
イ
子
様
）

　
　
　
　
　
上　
田　
初　
子 

様
（
亡
夫　
房
一
様
）

〔
越　
路
〕
山　
﨑　
　
　
眞 

様
（
亡
妻　
咲
子
様
）

〔
正
毛
田
〕
大　
村　
　
　
一 

様
（
亡
妻　
増
美
様
）

〔
下
日
奈
古
〕
有　
永　
千　
代 

様
（
亡
夫　
政
行
様
）

〔
真
如
寺
〕
古　
郷　
弘　
美 

様
（
亡
妻　
妙
子
様
）

〔
石　
堂
〕
津　
本　
寿
美
子 

様
（
亡
夫　
大
八
郎
様
）

〔
福　
間
〕
森　
　
　
　
　
誠 

様
（
亡
父　
市
德
様
）

　
　
　
　
　
鳥
井
田　
珠　
恵 

様
（
亡
夫　
謙
也
様
）

〔
上
ノ
河
内
〕
亀　
田　
　
　
孝 

様
（
亡
母　
佐
智
子
様
）

〔
有　
安
〕
西　
森　
和　
子 

様
（
亡
夫　
敬
高
様
）

◆
築
城
地
区

〔
松　
丸
〕
𠮷　
原　
末　
子 

様
（
亡
夫　
正
行
様
）

〔
上
深
野
〕
福　
間　
初　
美 

様
（
亡
夫　
勝
利
様
）

〔　
峠　
〕
永　
野　
孝　
志 

様
（
亡
母　
モ
ゝ
エ
様
）

〔
安
武
第
４
〕
塩　
田　
理　
江 

様
（
亡
夫　
登
志
夫
様
）

〔
上
小
山
田
〕
中　
上　
正　
剛 

様
（
亡
母　
ヒ
サ
子
様
）

〔
下
築
城
〕
久
保
山　
律　
子 

様
（
亡
夫　
知
弘
様
）

〔
東
築
城
〕
広　
江　
俊　
夫 

様
（
亡
母　
廣
江
ミ
ツ
ギ
様
）

　
　
　
　
　
奥　
田　
美　
房 

様
（
亡
妻　
富
久
子
様
）

〔
上
別
府
〕
福　
田　
従　
信 

様
（
亡
妻　
ヒ
ロ
子
様
）

　
　
　
　
　
宮　
﨑　
省　
治 

様
（
亡
妻　
美
津
江
様
）

〔
下
別
府
〕
吉　
井　
哲　
也 

様
（
亡
母　
チ
ズ
子
様
）

　
　
　
　
　
中　
村　
美
智
子 

様
（
亡
夫　
求
様
）

〔
船　
迫
〕
内　
藤　
ツ
ユ
子 

様
（
亡
夫　
昭
一
様
）

一
般
寄
付

　
有
延
　
靖
世
様

　
築
上
町
男
女
共
同
参
画
ネ
ッ
ト 

代
表 

亀
野
尾 

美
紀
様

　
築
上
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
次
の
方
々
よ
り
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。ご
芳
情
に
対
し
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
浄
財
は
、社
会
福
祉
事
業
を
推
進
す
る
た
め
に
、大
切
に
使
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
な
お
、社
会
福
祉
協
議
会
へ
ご
寄
付
さ
れ
た
場
合
は
、所
得
税
の
控
除
対

象
と
な
り
ま
す
。

　
（
令
和
５
年
９
月
19
日
〜
令
和
５
年
12
月
15
日
受
付
分
ま
で
掲
載
）

ちくじょう子ども食堂へ食材等のご寄付をいただきました

・井上　俊明 様　・岩武　孝泰 様　・上田　一二三 様
・久保　直人 様　・熊谷　喜久子 様　・冨永　幸人 様
・みっちゃん 様　・安部味噌製造所 様　・寒田産野菜 様
・株式会社　ジョイフル 様　・上日奈古営農組合 様
・長壽寺 様　・結いの石窯パン 様
・ワークランド　こすもす 様
・宮崎リハビリテーション医院 様
・匿名希望　１名 様

フードバンクへ食品などのご寄付をいただきました

・川﨑　五郎 様　・村上　智恵子 様　・吉留　強子 様
・喜代原　喜久子 様　・伊三郎製ぱん　苅田店 様
・築上町有機液肥利用者協議会 様　・長壽寺 様
・築城郵便局 様　・とび梅学園 様
・八津田校区民有志 様
・ワークランド　こすもす 様
・匿名希望　４名 様

（令和5年9月19日～12月15日受付分まで掲載） （令和5年9月19日～12月15日受付分まで掲載）

申込み・お問い合わせは：築上町社会福祉協議会 電話 0930-56-2223

令和５年度

福祉入門教室
『自分のため、家族のため、地域のため』
暮らしに役立つ住民福祉講座 受講生募集 !!

　「自分や家族など万が一のとき、あなたはどうしますか？」自分のため、家族のため、地域のため
に出来ることを考えて見ませんか？住民ひとりひとりの暮らしを地域とともにつくっていく社会を目
指して、専門の講師と共に学びましょう。

講座① 1月20日土 10時30分～12時

「ひきこもりの理解と支援」
〜ひきこもり経験者の語りから考える〜
講師：九州ユースワークカレッジ
　　　校長　大久保 大助 氏／カレッジメンバー

講座② 1月27日土 10時30分～12時

「もしもに備えて地域で防災」
〜災害図上訓練「DIG」を体験〜

講師：一般社団法人 九州防災パートナーズ
　　　代表理事  藤澤 健児 氏

※小学生以上の参加が可能です

場　所　築上町椎田社会福祉センター「自愛の家」講義研修室
対　象　関心のある方（興味のある講座だけでも受講できます）
参加費　無　料
申込み　お電話にてお申し込みください（各講座前日まで）
主　催　築上町社会福祉協議会、京築地区福祉人材バンク



　晴れ渡る青空のもと、色とりどりのコスモスが満開を迎えたコスモス畑
を臨む真如寺集落センターで『第１２回コスモス祭り』が開催され、自転
車で元気よくやってきた小原小学校の子どもたち、真如寺の地域のみな
さん総勢６２名の方が参加されました。
　お祭りでは、真如寺の食進会と婦人会のみなさんが作ったカレーライスが無料で振舞われ、炊
き込みご飯、唐揚げやフライドポテト、たこ焼きも販売され、青年部のみなさんが塩加減よくア
ツアツの焼き鳥を焼き始めると、会場は美味しい香りでいっぱいになりました。当日は秋晴れで
少し暑いくらいの陽気だったので、かき氷が出店され、子どもたちに大好評でした。

　集落センターのホールには、手芸教室の参加者の方が作られたドレスや洋服、
バッグなどが展示され、振袖をリメイクしたドレスは海外でご結婚された親族
のために作られたもので、ホールを一層華やかに彩っていました。
　メインイベントの『お楽しみくじの抽選会』が始まると、みなさん券を片
手にワクワクどきどきしている表情を浮かべながら自分の番号の発表を待つ

姿があり、「あーっ！惜しい！」「当たったね、よかったね！」と声をかけ合いながらみ
んなで一喜一憂し、とても盛り上がりました。
　参加者の方が「みんな知っている者同士、こうして皆で集まってお互いの顔が見れる、元気な
のがわかるということはいいこと。」とお話され、お祭りを通して顔の見える関係をつくり、みん
なで過ごす時間が地域の活力にもなっているのだと思いました。
ひとりひとりの暮らしを大事にし、節目節目に楽しいことをみんなで分かち合う、真如寺のみな
さんの魅力がたくさん詰まった『コスモス祭り』を満喫させていただいた一日でした。
　お祭りが終わってからコスモスを分けて頂いたので、自愛の家に飾らせていただきました。来
られた方々が満開のコスモスを見て「わぁ！きれいやね。」「いろんな色がある！どこのコスモス？」
「うちの近くにも咲いとるよ。」と会話が弾み、みなさん自然と笑みもこぼれていました。
真如寺のコスモスが、自愛の家に来られた方々にも秋の訪れとひとときの安らぎを届けてくれま
した。

６

社
会
福
祉
法
人  

築
上
町
社
会
福
祉
協
議
会
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

広
報
部
会

　
畦
津
　
多
惠
子

編
集
後
記

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
令
和
６
年
の
元

旦
、
み
な
さ
ん
は
何
を
一
番
に

考
え
ら
れ
ま
し
た
か
。
わ
た
し

は
心
身
と
も
に
健
康
で
穏
や
か

に
過
ご
せ
る
こ
と
。
そ
れ
ぞ
れ

が
自
分
の
力
と
家
族
や
周
囲
の

方
々
の
支
え
で
生
活
で
き
る
こ

と
を
感
謝
す
る
縁
に
し
た
い
。

今
、
世
界
で
は
紛
争
や
災
害
で

先
の
見
え
な
い
人
た
ち
が
多
く

い
ま
す
。
そ
れ
で
も
未
来
に
わ

ず
か
な
光
を
求
め
て
他
人
の
痛

み
に
も
共
感
し
、
過
ご
し
や
す

い
社
会
を
目
指
し
て
行
け
ば
、

心
の
平
穏
を
感
じ
、
平
和
な
世

の
中
が
来
る
の
で
は
と
祈
念
し

ま
す
。

コスモス祭り （真如寺）

　第 2回目となる会議では、この協議体の役割や方向性について意
見交換しました。
　高齢者等の生活支援については、生活・買い物・外出・孤立に関
することの各項目ごとに、気付いたことや困りごと等の声をあげて
いただき、移動販売の必要性、コミュニティバスの現状、移動手段
などについて情報共有し、意見交換を行いながら高齢者等の困りご
とを抽出しました。

「築上町協議体」会議報告


